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インターネットの利用者は増加しているが、中小企業における活用は充分とは言えない

状況にある。また公的な試験研究機関自身も情報発信の手段として ページを使用しWeb

ているが、改善の余地がある。そこで、当センターの情報発信能力の向上、及び技術支援

の高度化を目的として、当センターの ページについてアクセスログを取得、分析でWeb

きる環境を構築し、分析結果に基づいて ページの改善を行った。改善後もアクセスWeb

ログの取得、分析を継続し、改善による効果が現れていることを確認した。

キーワード：インターネット，アクセス解析，ホームページ， ページWeb

１ はじめに

インターネットの利用者は着実に増加してお

り 、情報を発信する手段としても ページ1) Web

（一般には「ホームページ」とも呼ばれる ）が。

。安価な広告媒体として企業に活用されている 1 ,2) )

特に最初の情報アクセス先としてインターネット

が圧倒的に多くを占めるとする調査もあり 、
3)

ページによる情報発信はその重要性を増しWeb

ている。

しかし ページの開設状況に関する調査でWeb

は、企業規模によって大きな開きがあると推定さ

れ 、中小企業ではインターネットを充分に活用
2)

できていないと考えられる。公的な試験研究機関
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でも 利用に関する研究開発が行われているWeb

が 、先進的な取組が多く中小企業による活用
4 ,5) )

の促進に資する研究報告はあまり見られない。

一方 ページは、世界中に存在する膨大なWeb

情報の中からユーザーが情報を検索、取捨選択し

アクセスするという点や、アクセスに関する一定

の記録がアクセスログとして残る点など、従来の

広告媒体と異なる特徴を持つ。アクセスログを活

用した ページの分析は、アクセス解析と呼Web

ばれ広く行われている。しかし開設されている

ページの数に比較すれば充分に活用されてWeb

Webいるとは言えない このことは当センターの。

ページでも同様であった。

Webこのような状況を踏まえて 当センターの、

ページに対して、アクセスログを取得して統計的

な分析を行える環境を構築し、実際に分析を行っ

た。さらに分析に基づく ページの改良を行Web

い、その効果を検証した。またこれらの分析、改

良を通して ページの効果的な運用に関するWeb
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技術の蓄積を図った。

２ アクセス解析の概要

2.1 アクセスログの概要

アクセス解析の第一段階としてアクセスログを

取得する必要がある。代表的な取得方法とその特

徴 を表１に示す。どの方法を利用するかは、各
6)

方法の特徴や サーバの環境などを考慮してWeb

決める必要がある。

2.2 CGIを利用したアクセスログの概要

を利用してアクセスログを取得する場合、CGI

アクセス時に を起動させる必要がある。そCGI

Webの主な方法を表２に示す それぞれの特徴と。

サーバの環境を考慮して、どの方法を利用するか

を決める必要がある。

2.3 リファラの概要

ページの大きな特徴にハイパーリンクがWeb

ある。 文書中に他の文書や画像などの所HTML

在情報を埋め込んで情報同士を関連付けるシステ

、 。ムで 一般には単にリンクと呼ばれることも多い

リファラとはこのリンクによる参照元を示す情報

である。すなわち、 中のリンクによってHTML

ページを移動した場合の直前の閲覧ページWeb

を示す情報である。

Web近年 検索サイトを利用した検索結果から、

ページにアクセスする利用者が増えている。何ら

かのキーワードによる検索結果からある ペWeb

ージにアクセスした場合、リファラには検索サイ

トの だけでなく検索に用いたキーワードのURL

情報が付随して記録される。これはアクセス解析

において重要な情報である。

３ アクセスログの取得方法及び分析方法

3.1 アクセスログの取得方法

アクセスログの取得方法としては、比較的小規

模な環境において使いやすい点や サーバのWeb

管理権限がない場合でも利用できる点を考慮して

による方法を採用した。CGI

無料で使用できる もインターネット上にCGI

公開されているが、使用に制約があったり、希望

するアクセス情報が取得できなかったりするなど

の欠点がある。また日本語文字コードの扱いが充

CGI Perl分でない場合もある。そこで必要な は、

を用いて自前で作成した。

の起動方法としては、 と をCGI SSI JavaScript

併用した。ただしブラウザが の実行をJavaScript

許可していない場合には、 と タグが併SSI IMG

用されるようにした。

表１ 代表的なアクセスログの取得方法

方法 主な特徴

サーバ メリットWeb
のログを直接 ・画像ファイルや ファイルPDF
利用する など全てのリクエストについ

てログを取得できる。
デメリット

。・データ量が大きくなりやすい
・ サーバの管理権限がないWeb
とログを得られない場合があ
る。

を 利 用 メリットCGI
する ・ サーバとは別のサーバでWeb

もログを取得できる。
デメリット
・ ( )以外のファHTML XHTML
イルについてのログを取得で
きない。

パケットキャ ・メリット
プチャリング 複数の サーバを使って負Web
を行う 荷分散を行っている場合など

。大規模な環境で利用しやすい

表２ 代表的なCGIの起動方法

方法 主な特徴

を利用 メリットSSI
する ・画像ファイル等をリクエストし

ないアクセス（検索ロボットなSSI:HTML 文

ど）でもログを取得できる。書にプログラ

デメリットムの処理結果

・ サーバの管理権限がないを埋め込む技 Web
と利用できない場合も多い。術

中の メリットHTML
タグを ・ サーバの管理権限がなくIMG Web

利用する ても利用できる。
デメリット
・取得できる情報量が少ない。
メリットJavaScr ip t

を使用して ・ サーバの管理権限がなくWeb
タグを ても利用できる。IMG

動的に利用 ・取得できる情報量が多い。
する デメリット

・ブラウザが の実行をJavaScript
許可していないと利用できな
い。
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北部研究所の ページでは平成 年 月かWeb 18 5

ら、本所の ページでは平成 年 月からWeb 18 11

アクセスログの取得を開始した。

3.2 アクセスログの分析方法

取得したアクセスログを分析する際、初めに検

索キーワードの抽出を行った。検索キーワードに

日本語が使われた場合、リファラ中には エURL

ンコードと呼ばれる方法でデータが変換されてい

る。これをデコードし日本語として抽出するため

に、 を用いてデコードツールを作成した。Perl

検索キーワードの抽出が済んだログデータを、

本所のデータは半月ごとに、北部研究所のデータ

は一月ごとに集計して分析を行った。必要に応じ

て種々の集計、分析を行ったが、特に当センター

ページへのアクセス経路については、表３Web

のように分類して集計を行った。

４ 分析結果と考察、及び改良と検証

4.1 分析結果と考察

Web 11本所及び北部研究所の ページについて、

月末に分析を行った結果を図１に示す。両者のア

クセス数には大きな差があったので、構成比で示

した。両者の間には、アクセス経路に大きな傾向

の違いが見られた。

本所の ページは主に当センターの業務にWeb

関する情報を網羅的に掲載している。そのため既

に当センターを利用したことのある人や当センタ

ーを知っている人が、利用に関する情報を求めて

アクセスすることが多いと考えらる。

これに対し北部研究所の ページは独自のWeb

情報に特化しており、例えば繊維関係の情報を多

く紹介しているページが複数ある。その結果、繊

維に関する用語を中心として多様なキーワードに

よる検索結果からのアクセスが多いことが分かっ

た。

次にメールマガジンからのアクセスを捉えて、

集計した結果を表 に示す。当センターが発行し4

ているメールマガジンの購読者数は約 件で1000

あり、それに比べれば大きい数字ではない。しか

し、[受信]→[開く]→[読む]→[クリック]という

一連の動作をした結果のアクセスであり、高い興

味を持ったアクセスと考えられる。当センターの

メールマガジンが提供する情報の幅が広いこと

や、メールマガジンが多種発行されていてる状況

などを考慮すると、このアクセス数は堅実な効果

と考えられる。

表 は、メールマガジンのバックナンバーが、5

“その他の検索”によるアクセスの中で占めてい

る割合を示している。比較のためトップページの

数値も示した。バックナンバーのページ数に比べ

れば大きな数字ではない。しかしバックナンバー

は、過去に発行したコンテンツを元にして掲載で

図１ 訪問経路別の構成比
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表３ Webページへのアクセス経路の分類

分類名 分類の定義

ブックマー リファラが記録されていないアク
ク等 セス
県関連サイ 埼玉県の ページからのアクセWeb
ト ス、及び本所は北部から、北部は

本所からのアクセス
その他のサ 県関連サイト以外からのリンクに
イト よるアクセス（検索結果によるア

クセスを除く）
センター名 当センターの名称またはそれに近
等検索 い名称による検索結果としてのア

クセス
その他の検 上記とは異なるキーワードによる
索 検索結果としてのアクセス

表４ メールマガジンからのアクセス

発行日 記事 アクセ 発行日 記事 アクセ

番号 ス数 番号 ス数

11/ 1 1 8 12/ 1 8 7
11/15 1 4 1/ 5 1 10
11/15 2 5 1/ 5 2 20
12/ 1 1 9 2/ 1 1 5
12/ 1 7 18 2/15 1 12
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き、必要な作業量に対して情報の蓄積と検索によ

るアクセスの効果が高いと考えられる。

4.2 特筆的なアクセスログ

上記の集計のほか、外的な要因で急激にアクセ

ス数が増加する事例があったので、幾つか挙げて

おく。図２は、アクセス数の変化を示したもので

ある。

一つは、当センターが開発に関わった商品がテ

レビ番組中で紹介された時の例である。商品名又

はそれに近い言葉での検索結果からのアクセス

が、放映日に急激に増えた。

もう一例は、埼玉県民の日( 月 日)前後の11 14

例である。当センターでも県民の日にあわせてイ

ベントを開催したが イベント案内のページに 県、 「

民の日」をキーワードとする検索結果からのアク

セスが、 、 に急激に増えた。11/13 11/14

4.3 Webページの改良

分析結果を踏まえて ページの改良についWeb

、 、て検討し 当センターの関係部署と打合せのうえ

比較的着手しやすい改良について実際に変更を加

えた。

4.3.1 抄録の追加

本所の ページに対して、検索結果からのWeb

図２ 急激なアクセスの増加の例

(左:テレビ放映、右：県民の日）
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新規アクセス者を増やす方法を検討した。技術的

課題を抱える人は、その技術に関する用語を用い

て検索することが多いと推測できる。そこで当セ

ンターが扱う技術分野に関する言葉が多く含まれ

るように、研究報告一覧のページに研究の抄録を

追加することにした。

4.3.2 PDFファイルのリンクの設定

研究報告の本文は ファイルで掲載していPDF

る。これらの ファイルも検索の対象になるPDF

が、これらのファイルから通常の ページへWeb

のリンクを設定してなかった。そこでリンクを設

定し、 ファイルから通常の ページへ容PDF Web

易にアクセスできるようにした。

4.3.3 北部研究所のWebページの改良

北部研究所の ページについては、検索結Web

果からのアクセスをさらに増やすため、研究報告

のうち特に重点をおいているものを ファイPDF

ルから に書き直して掲載した。HTML

4.4 効果の検証

4.4.1 抄録の追加

月に行った分析と同様の分析を引き続き行11

い、その変化を見て効果を検証した。その結果を

図３に示す。

抄録の追加は 月中に行ったが、図３を見る12

と、１月以降“その他の検索”によるアクセスの

比率が増加していることが分かる。アクセスログ

を詳しく調べたところ、抄録の追加がこの増加に

大きく寄与していることが確認できた。

多種のキーワードによる検索結果からのアクセ

スが増えていることを検証するため、使われたキ

図３ 訪問経路別構成比の変化
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表５ メールマガジンのバックナンバーが

「その他の検索」に占める割合

（本所のWebページ）

ページ名（ページ群） 割合

15%メールマガジンのバックナンバー

21%トップページ



ーワードの数を集計し、変化を調べた。その結果

を図４に示す。 月以降、検索キーワードの種類1

が増加したことが分かる。

4.4.2 PDFファイルのリンクの設定

、PDF ファイルからのリンクの設定については

設定後の検証に充分な時間が得られなかったが、

設定したリンクに伴うページ間の移動が 月後半2

で 件記録された。実際にアクセスログが記録12

されていることから、 ファイルにリンクをPDF

設定することで、通常の と同様にページHTML

間の移動を促す効果があると期待できる。

4.4.3 北部研究所のWebページの改良

北部研究所の ページでは、顕著な差は見Web

られなかった。この理由として、繊維関係情報の

ページが以前から大きな比率を占めていたこと

や、イベント開催などに関連するアクセス数の変

動が大きく、単純に比較できないことなどが考え

られた。

５ まとめ

当センターの ページに対して、アクセスWeb

ログを取得、分析できる環境を構築した。分析、

ページの改良、効果の検証を行い、技術のWeb

蓄積を行うとともに以下の知見を得た。

( ) 研究報告一覧に抄録を加えることで、多種の1

キーワードで検索されるようになった。これによ

って新たなアクセスが増えることが期待できる。

( ) メールマガジンは劇的な影響を与えるもので2

はないが、堅実な反応がある。
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図４ 検索キーワード数の変化

( ) メールマガジンのバックナンバーは、検索に3

よる集客に一定の寄与をしている。既存のコンテ

ンツを利用した効率的な運用方法と言える。メー

ルマガジンに限らず、過去の情報であってもバッ

クナンバーとして掲載することは効果があると考

えられる。

( ) ファイルからのリンクを設定した方が4 PDF

よい。 ファイルから 化するほうがさPDF HTML

らに効果的と考えられるが、作業量を抑えて効果

を上げる方法として、 ファイルからのリンPDF

クを設定する方法にも効果が期待できる。

分析、改良、検証を行える環境が整ったので、

今後も継続していきたい。特に ページの全Web

体的な運用は、当センター全体の運営に密接に関

わることであり、データに基づいて ページWeb

の運営に必要な情報を提供できるようにしたい。

また今回得られた知見等を活用して中小企業等

の支援に役立てたい。
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